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「花ごよみ」の

バックナンバーは

こちら→

夏場は 1 日花が多かったのが、気温が下がると開花期の長い花が増えます。とくに、こ
の頃に咲くバラは、品種本来の色や深みがより鮮やかに現れます。また、気温が下がり
日照時間が短くなると、秋の訪れを感じ取った樹木の葉が、赤や黄色に色づき始めます。

ツバキ（紅荒獅子）

スダジイの実
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ハナミズキポットマム ムラサキシキブ

同じ時期に色づいた木の実でも、種類によって野鳥の人気に差があります。人気の木の実

はすぐに食べられ枝からなくなりますが、人気のない実は、落葉後もしばらく枝に残り、

食べものが少なくなると食べられ始めます。どの木の実が人気か観察してみましょう。
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※ドングリなど、動物の種類によっては有
毒になるものもあります。園内の動物に木
の実を与えないでください。
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コナラの実シラカシの実

シロダモ

ニホンリス

木の実が落ちる頃、集めた
実を土の中に隠し、冬に備
えて「貯食」する動物もいま
す。隠された木の実の中に
は、動物に忘れられて食べ
られず芽を出すものもあり
ます。 

オニグルミの実クヌギの実
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モッコク

野鳥の
好みと
木の実

バラ

ルリカケス

サザンカ

秋色うつろう文化園の植物
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